
 

子どもの頭が動かない
ように、かるく股ではさ
みます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お口をさわってみましょう！ 
 お口の中や周りはとても敏感な場所です。授

乳や離乳食の後に遊びのように楽しく始めてみ
ましょう。特に、上の前歯と歯ぐきの境目の部
分はたくさん触ってあげましょう！ 

 

 

 

 

 

少しでも歯磨きを好きになってもらうために 

 

１ お口をたくさんさわってあげまし
ょう。 

２ 寝かせ磨きの練習をしましょう。 
３ 赤ちゃんのご機嫌のいい時に磨い

てあげましょう。 
４ 赤ちゃんの好きな歌を歌ったり、

好きなビデオを見ながらなど、歯
磨きが楽しい時間になるように心
がけましょう。 

歯が指先で触れるくらいまで、
のびてきたら、ぬらしたガーゼや
綿棒などで歯の表面を拭いてあ
げましょう！ 

１歳までは習慣
づけの時期です。
楽しい雰囲気の
中で、歯磨きをし
てあげましょう
♪♪ 

 

離乳食の後に出来るだ
け、お口を触れる機会を
持てると理想的です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おしゃぶりを日頃使うことが多くなると・・・ 

・顎の形が悪くなったり、歯並び（かみ合わせ）が 

乱れる。 

・口の中にバイ菌が繁殖しやすくなって、むし歯になる 

リスクが高くなる。 

・赤ちゃんが話し始める年齢になると、自分から 

お話する機会が少なくなってしまう。 

１歳以降は常用しないようにして、 

遅くても２歳までにはやめましょう！ 

 

Ｑ．最初の歯が斜めに生えてきました。このまま

歯並びが悪くなってしまいそうで心配です。 

Ａ．歯が生えそろうまでは、歯並びやかみ合わ

せが不安定です。歯の本数が増えて噛むことを

覚えることで、舌や頬の力も加わり、歯並びは

変わります。歯が生えそろうまでは、心配せず

に様子を見ましょう。 

ちょっと注意！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

ジュースや乳酸菌飲料、イオン飲料（ス
ポーツドリンク）等の糖分が含まれている
飲み物をだらだら飲んだり、ほ乳ビンで飲
ませていると、上の前歯を中心にむし歯が
できやすくなります。 

１歳をすぎても、寝る前の母乳やミルクが
続いたら？ 
・ガーゼで軽くお口を拭いてあげる 
・糖分が入っていない飲み物を飲ませて、
口の中の糖分を流す 

よく噛んで食

べようね！ 

いろいろな味が

あるんだね！ 

栄養のバランスを考えて食事することや、よく噛んで味
わって食べることも、健全な身体を保つためにとても大切
なことです。 
離乳食・幼児食でしっかり噛める機能の発達を図るとと

もに、きちんと噛む習慣を身につけさせることは、生涯に
わたり健康を保つための大切な土台となります。 
 お子さんのお口の成長に合わせて、よく噛めるよう食べ
物の形態を調節し、噛む力を育てましょう。 

 
 

忘れないで！ 
母乳やミルクにも
糖分は含まれてい
るため、注意が必要
です！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 歳を過ぎたら、ガーゼ磨きからナイロン製の歯ブラシに変
えて、歯みがきを行いましょう。 
また、歯ブラシをおもちゃがわりに持たせ、口に入れる感覚

に慣れてもらいましょう。赤ちゃんが歯ブラシをお口に入れて
いる時は、目を離さないようにしましょう。 
保護者が磨いている姿も見せてあげるといいですね！ 

 

 

歯ブラシの毛先が開い

たり、1～２か月以上使

用している歯ブラシは
取り替えましょう！ 

歯と歯の間 歯と歯茎の境目 奥歯の溝 

歯がデコボコしている

部分も汚れが付きやす

いよ。 

 

持ち手は大人が使い

やすいよう長め 毛先は小さめ 

お子さんが持ちやす

いよう太め 
注意！！ 
毛先がゴム製の歯ブラ

シや子ども用の、のどつ

き防止でネック（首の部

分）がシリコン製でしな

るタイプの歯ブラシでは

汚れが落ちません！！ 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂糖入りの甘いおやつは、もう少し待ってください。味覚
形成の上からも大切なこの時期、甘い味に慣れてしまうと、
そのほかのいろいろな味覚が育ちにくくなります。         

甘いものだけがおやつじゃないよ♪ 

 

日常の水分補給は麦茶や水などの糖分がない
ものにしましょう。 
赤ちゃん用のイオン飲料（スポーツドリンク）

や乳酸菌飲料やジュース（野菜汁１００％以外の
もの）は、糖分が多いので、日常的にだらだら飲
ませているとむし歯の原因になります。 

発熱や脱水症状があるなど必要なときに
は、赤ちゃん用のイオン飲料（スポーツド
リンク）などを使いましょう！ 

赤ちゃんが９～１１ヶ月ごろに
なったら、コップで水分をとる練
習を始めましょう。 
 練習はお風呂などお水がこぼれ
てもいい場所で行うと楽ですよ！ 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JuNH7zhP5Uo3kAfBqU3uV7/SIG=121cvui19/EXP=1426052723/**http:/www.yankeepotroast.org/img/cheese1.gif
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JuNHlshP5UnhQABG2U3uV7/SIG=1218dii6h/EXP=1426052588/**http:/illust-cafe.net/food/images/ma_233.gif
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JuNIQchf5UECgAOCaU3uV7/SIG=11qi3uorf/EXP=1426052764/**http:/www.kyushoku.or.jp/27ILAO07.jpg


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間食（おやつ）の種類チェックシート 
 
●むし歯危険度「高」  

砂糖を多く含み、口の中に長時間残るもの 
キャラメル、あめ、グミ など 

 

砂糖を多く含む飲み物や酸性の飲み物  
ジュース、乳酸菌飲料、炭酸飲料、 
スポーツドリンク、イオン飲料 など 

 
砂糖を多く含み、歯につきやすいもの 

 ケーキ、チョコレート、クッキー、ビスケット など 
 

 
 
●むし歯危険度「中」 

砂糖を含むが、短時間で口の中からなくなるもの 
アイスクリーム、プリン、ゼリー など 
 
 

●むし歯危険度「低」 
自然の糖分のもの 
果物、さつまいも、栗、せんべい など 
 
 
 

●むし歯危険度「低」～飲み方によっては「中」 
糖分を含む飲み物 
牛乳、ミルク、母乳 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

     

        

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

Q２. 
よだれの量がとても多いよ
うなのですが。 
歯が生え始めると、刺激でよだ
れの量が増え、消化機能も整い
始めます。 
離乳食がスタートすると、お口
の機能が“おっぱい”から“食
物”の飲み込み方に変わってい
きます。すると、よだれも自然
に飲み込めるようになり量も減
っていきます。 
また、よだれ＝唾液は、お口の
中を洗浄したり歯質を強化する
働きもあるので、多すぎるよう
なら様子を見守り、少ないよう
なら“良く噛む”習慣をつけ、
刺激を与えて分泌を促しましょ
う。 

      

Q１. 
生えたての歯の先が、M 字形に
割れている？！ 

２本の歯がくっついた“癒合歯”と
思われます。 
下顎の前歯によく見られます。歯の
数を数えてみると足りないことか
らわかります。 
歯の先が唇や頬に当たって傷をつ
けるようなら小児歯科で診てもら
いましょう。問題がなければ、様子
を見ます。 
６歳臼歯が生える頃に、X 線写真を
撮って永久歯の状態を調べてもら
うとよいでしょう。 
また、余分な歯（過剰歯）や欠損歯
など小さなトラブルが多いのが乳
歯の特徴でもあります。 

Q３. 
舌を出すと先端が割れてハー
ト型になる？! 
 舌小帯付着異常と思われます。 
舌の発育過程で何らかの不調和が
加わって起こる状態です。 
授乳に際して、支障がなければ様子
をみます。 
舌運動が制限されるため、哺乳や離
乳食の食べ方、発音に支障があれ
ば、小児歯科専門医に相談してみて
ください。 
機能障害が明らかであれば、舌小帯
伸展手術の適応となります。 



                            

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q６. 
むし歯予防のために、フッ
素塗布は必要ですか？ 

 フッ素は自然界にあるミネラ
ルの一種で、フッ素化合物を歯
面に塗布すると歯質を強化し
てくれます。 
フッ素の応用方法は、その濃度
によって自宅で使用できるも
のから歯科医院で管理するタ
イプのものまであり、効果や価
格に差があります。 
フッ素は歯質を強化するもの
なので、生活や食事のリズムが
乱れたり、歯みがきを怠ってい
るとむし歯はできてしまいま
す。 
あくまでも、フッ素は、むし歯
予防の補助的なものと考えま
しょう。 
 
 
 

Q７. 
ころんで歯をぶつけてしまっ
た！ 

歯が折れたり、グラグラしている場
合は早い処置が必要です。細菌感染
し、化膿することもあります。 
欠けただけなら、修復できます。 
歯が抜けてしまったら、抜けた歯を
元に戻す処置が可能な場合があり
ますので、抜けた歯を湿らせたガー
ゼに包んで早急に歯科を受診して
ください。 
 

Q４. 
歯ぎしりですごい音がす
る！ 

 歯が生えたての頃は、歯の
位置が安定しないため、歯ぎ
しりをすることがよくあり
ます。 
でも、この時期の歯ぎしりに
よって、歯が欠けたり歯並び
が悪くなるようなことは、ま
ずありません。 
自然にしなくなりますが、癖
にならないよう、一緒に遊ん
だりお散歩に行くなど、気分
転換をさせてみては？ 

Q５. 
「イーッ」とすると、下の歯が
上の歯の前に出ます。受け口で
すか？ 
まだ奥歯が生えていないか、生え
たての時期は、笑ったり、「イー」
のお口する時、下顎を突き出した
り左右に顎をずらしたりすること
があります。 
これは、噛み合わせが完成途上で
不安定なために行う動作で異常で
はありません。 
多くのお子さまに見られます。 
なお、受け口の傾向があっても、
永久歯に生え代わるときに正常に
なることもあるので、あまり神経
質にならずに見守っていきましょ
う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

家族からむし歯菌がうつるって本当！！？ 

 生まれたての赤ちゃんのお口の中にはむし歯菌は存在しません。 

1 歳～2 歳半を中心に保護者や周りの人からむし歯菌がうつるとい

われていますが、保護者からお子さんにうつる菌の中には、必要な菌

もいます。 
 

○次のことに注意しましょう！！ 

①日々のブラッシングや定期健診で保護者のお口を良い状態に保ち

ましょう！！ 

②口移しや同じスプーンなどを使って、食べ物をあげないようにしま

しょう！！ 

※ただし、コミュニケ―ションの一環として行う程度であれば心配

する必要はありません。積極的に行うことは避けましょう。 

③お子さんのお口をキレイに保ちましょう！！ 


